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7． 作業部会の開催での報告 

 作業部会 

(1) 作業部会主旨 

沖縄本島、離島においては、様々な外来種が侵入しており、在来生物の生息に多大な影響を及ぼ

している。特に、生態系被害防止外来種リストにおける緊急対策外来種については、生態系へ著

しく悪影響を及ぼすとされている。 

本県においては、既に様々な外来種の定着が確認されており、生態系への脅威となりつつある。

しかしながら、大部分の外来種については有効な防除手法等が確立されておらず、生息範囲が徐々

に拡大していることが示唆されている。 

このような状況下、平成 27 年度外来種対策事業第 2 回検討委員会において、離島地域における

国内由来外来種であるイタチは、生態系に著しく悪影響を及ぼすとされ、離島の固有種（ミヤコ

カナヘビ等）の減少に大きく関与していることが示唆されている。そのため、イタチについて早

急な対策を検討すべきとの意見を踏まえ、本事業では、宮古諸島をモデル地区として、効果的・

効率的なイタチの防除手法の開発及び実証試験を実施する。 

本作業部会は、捕獲手法、生息状況の把握手法、除去手法の開発並びにデータ解析について現地

を視察し議論を行う場として設定した。 

 

(2) 作業部会実施日時 

作業部会は平成 30 年 7 月 17 日及び平成 31 年 1 月 29 日の計 2回実施した（表 7-1）。 

 

表 7-1 作業部会の参加者一覧 

回 実施日時 場所 

1 平成 30 年 7 月 17 日（水）9：30～12：00 國場ビル 12 階会議室 

2 平成 31 年 1 月 29 日（火）9：30～12：00 國場ビル 12 階会議室 

 

 

(3) 作業部会メンバー 

作業部会の参加者一覧を下記に示す（表 7-2）。 

 

表 7-2 作業部会の参加者一覧 

区分 氏名 所属・役職 

有識者 戸田 守 琉球大学 熱帯生物圏研究センター 准教授 

中西 希 琉球大学 理学部 博士研究員 

亘 悠哉 森林総合研究所 主任研究員 

沖縄県 比嘉 学 環境部自然保護課 班長 

比嘉 才蔵 環境部自然保護課 主任 

事務局 八千代エンジニヤリング株式会社 
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